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反 力係数 は
一

定 で あ る ，  客土 され た 粒状体層 で は ，変形

前の 鉛直面 は 変形後も鉛直 面 を保持す る とい う薄い 梁の 仮

定 が成立す る とともに ， 非随伴流れ則が適用 で きる ，   補

強 材 と粒 状体 層 の 付着は切 れ な い ，とい う仮定の も とで，

位置 座 標 で 表 され る変換関数を導入 す る と と も に ， 粒状体

層 の つ りあ い を考慮す る こ とに よ り，補強材で 補強され た

粒状体層を 軟弱地 盤 上 に施 工 した 場合 の 地 表面沈下 を 表す

モ デ ル を提案 して い る 。さ らに，こ の モ デ ル を用い て ， 

集 中荷重 ・等分布荷重 ・等変分布荷重 が地表面 に作用 し た

場合，  軟弱 地 盤 上 部 に空洞が ある 場合，  地盤反力係数

が 異 なる 2 つ の 範囲に 軟弱地盤 が 区分 され る 場合，の 各地

表面 沈 下 分布 の 数値計算結果 を示 し て い る 。 こ の 結果 ，補

強材 に よ っ て 補強され た粒状体層の 挙動を解明する た め に

は ， 変換関数が有効で あ る こ とが わ か っ た 。 （訳 二 杉本光

隆）（英 文 ， 図 ： 18，参考文 献 ： 13）

定常 レーリー波法に よる S 波速度の決定

　　　　　　　時松孝次 ・桑 山 晋一 。田村修次 ・宮寺泰生

キーワード ： S 波速度／逆解析／現場試験／振動／波動／

表面 波／物理探査／ レ ーリー波　IGC ：C2／D7 ／E8

　定常 レ ー
リ
ー

波法を用い て 水平層構造を持つ 地盤 の S波

速度構造をボーリン グ孔 な しに地表面 の 調査 の みか ら求め

る 手法を提案して い る 。こ の 手法に よれ ば，ま ず起振機 よ

り発生 させ た 地盤振動 を地表面 に置 い たセ ン サーで 測定 し，

そ の ス ペ ク トル 解析を行い レ ーリー波分散曲線 とそ の 回転

軌跡 を現場 で 求 め る。次 に レ ーリー波高次モ ードを考慮す

る こ と が出来 る 逆解析を行 っ て測定分散曲線か ら S 波速度

構造を決定す る 。 提案する手 法の 精度向上 の た め，予備試

験 に 基 づ い て 起振 機と地盤 振動を 測定す る セ ン サー
間の 最

適 な距離に つ い て 検討 して い る。ま た，測定 され た 回転軌

跡 を逆解析 よ り求 め ら れ た 回転軌跡と比 較 し て ，逆解析 よ

り求 め られ た S 波速度構造 の 妥当性 が検討 で きる よ うに考

慮 し て い る。

　提案手 法 の 有効性 を示 す た め，レ ーリー波探査 と ダ ン ホ

ール 法 に よ る PS 検層を 2 箇所で 実施 し た
． 提案手法よ り

求 め られ た S波速度構造は PS 検層結果 と良く一致し，そ

の 有効性が示 さ れ て い る 。 （英 文 ， 図 ： 14， 写 真 ：2，参考

文献 ：10）

非粘着性土の ダイレイタイ ン シー特性 と構成モ デル

　　　　 M【．Omar 　 Faruque 　 a 皿 d　Musharraf 　Zaman

キ
ー

ワ
ーズ ：構成則／塑性／ダイ レ イ タ ン シ

ー
／弾性／非

粘着性土　IGC ：DO

　本論文 は ，
せ ん断時に ダイ レ イ タ ン シ

ー特性が収縮か ら

膨張 に変化 す る揚合の 砂の 挙動を表現 し うる モ デル を，非

随伴流れ 則 に よ る 弾塑性理 論 に 基づ い て 提案 し た もの で あ

る 。 す な わ ち ， 本 モ デル は ， 破壊線を示す CSL 　 1 と変相

線を示 す CSL 　2 を 設定 し，こ れ らを 限界線 と して 非随伴
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流れ 則 に基 づ く塑性 ポ テ ン シ ャ ル と降伏曲面 を圧 縮 （CSL

2 下部） と膨張 （CSL 　 1 と CSL 　2 に 囲 まれ た範囲）に 分

けて 定式化す る とともに，硬化則をせ ん断と圧縮に分け て

定式化す る こ とに よ り導か れ て い る 。

　ま た，本 モ デ ル の 特徴は ，   CSL 　1
，
　 CSL 　2 の 相 対密

度 ・拘束圧 ・応力径路依存性を考慮 して い る こ と，  両

CSL の 相互 関係を 考慮 して い る こ と ，   両 CSL 上 で 塑性

体積ひずみ がゼ ロ とな る ポ テ ン シ ャ ル 関数を含 ん で い る こ

と ， 等で あ る 。

　さ らに ， 逆解析 に よ っ て 得 られ た パ ラ メ ータ ーを本 モ デ

ル に適用 して 得 られ た 応力ひ ずみ 関係，お よ び ダィ レ イ タ

ン シ
ー
特性 の 数値計算結果 は，砂 の 排水 せ ん 断試験結果 と

良い
一
致を示 し た

。 （訳 ；杉本光隆） （英文 ， 図 ：9， 参考

文献 ：31）

空隙拡大理 論 と修正 カム クレ イ モ デ ル を応用 した ピ

エ ゾコ ーン試験に よる粘性土 の OCR 決定法

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Paul 　W ．　Mayne

キ
ー

ワ
ーズ ： カ ム ク レ イ モ デ ル ／過圧密比／間隙水圧 ／空

隙拡大理論／原位置試験／限界状態／ コ ー
ン 貫入 試験／非

排水 せ ん 断強さ　IGC ：C3／D3／D5／D6

　粘性土 にお け る ピ エ ゾ コ ー
ン 試験結果 の 解釈 に あた り，

空隙拡大理論は 先端抵抗 と過 剰間隙水圧 の 両者 を非排水せ

ん 断抵抗 （Cv ） と剛性指数 （lr＝ G／Cu ）を用 い て 表示 で き

る 。

一
方 ， 修 正 カ ム ク レ イ モ デル を用 い る こ とによ り ， 有

効応力 に よ る 表示が 可能 に な る。そ こ で ，こ の 2 つ の 理 論

を用 い た原位置の 粘性土 の OCR 予 測 理論を 提案し た 。 こ

の 理論で は ， 原位置の 粘性土 の OCR を有効応力 で 表示 し

たせ ん 断抵抗角 （φ
’
） と正 規化 した ピ エ ゾ コ

ー
ン 試験結果

（9T − Um ）fσut 。 （こ こ に ， 9T は 補 正 した コ
ー

ン 貫入抵抗，

ttm は 間隙水圧 の 測定値） を用 い て 表示 で き る。また，こ

の 理 論 の 適用性を示す具体例を報告 し た。（訳 ：三 木博史）

（英文，図 ：12，表 ：1，参考文献 ：39）

砂質土 の模型地 盤の作製用 の砂 散布器

　　　　　　　　　　　　　　　　　 R ．PaSSE」laequa

キ ー
ワ
ーズ ： 実験装置／砂／密度／模型実験／模型地盤

IGC ： DO／D2／ D3

　 こ の 論文 は，大型 の 砂地盤模型 を空中落下法で 作製す る

た め の 装置とそ の 検定結果を報告 し て い る
。 砂散布器 の 大

きさは 幅 1．6m ，長さ L7m ，高 さ 1．7m で 内容積は 6．3

ma で あ る。こ の 装置 を横 に動 か す こ とに よ り， 模型地盤

を作製す る 。 こ の 装置 に よ り相対密度25％ 〜 70％ の 模型地

盤を作製で き る 。 密度の 調整 は ， 砂の 落下高さ， 散布装置

の 水平移動速度， ス リ ッ トの 開 き を調整す る こ と に よ っ て

行 う。 特 に ， 早 い 移動速度 の 揚合 は 模型地盤 の
一

様性 が低

下す る こ とを示 して い る 。 したが っ て ，4c 皿 ／s で 散布す る

方式 を採用 して い る 。出来上 が っ た 模型地盤 の
一

様性 は 大

土 と基礎 39−−6 （401）
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変商 く，相対密度で 1，47 ％の 標準偏蓮で あ っ た 。 （英文，

研究 ノ
ー

ト， 図 二6， 表 ： 1
， 参藷文献 ：9）

三 軸 ひずみ経路試験に よる Ko の瀏定

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Lo，　 S−C ．R ．　 and 　Ch 騒，」．

キ ー
ワ
ー ド： 宛内試験／砂／静止 士 圧 ／ ひ ずみ 経路試験

IGC ： DO／D5／D6

　室内試験 で Ku を決驚す る た め の 初期等方応力状態 の 選

定 は ，電要な 問題 で あ る。本報告は，こ れ に 関連 し，ひ ず

み 経路試験 に 基づ く簡単 な Ko 試験法を提案 して い る 。
こ

の 新 しい 試験法に よれ ば，測定され た κ o 値に 与 え る初期

葬 ゼ ロ 等方応 力 （Ft。） の 影響 を検討 す る こ と が 可能で あ

る。Ko 試験 は，試料をまず等方 圧 に 圧密 し，セ ル 圧
一定

の 下 で 軸圧 を増加 させ ，d εv ／（凋 瓜1 とな る よ うコ ン ピ ュ
ー

ターに 連動され た DPVC （デ ジ タ ル EE力体積 コ ン トロ
ー

ラー）に よ P，試料内の 問隙水体積 を翻御す る 方法 で 行 わ

れ る。試験結果 よ り，蕉規圧密状態に対す る Ko 値 を1E確

に 決 め るた め に用い る こ とが で きる 最大初期応力 P ’
e・ に

っ い て 検討 し，Pee は Ka を測定す べ き状態で の 有効軸応

力 aqt に依存す る こ とが示 され て い る 。 しか し ，

一方，過

圧密状態 で 先行庄密応力 が P 毒。 に比 べ 十分 大きい と ，
Ke

は P ’
e に 依存 しない こ と が示 され て い る 。 （駅 ： 時松孝次）

（英文，研究 ノ ー5 ，図 ： 8，参考文献 ： 12）

メ ン ブ レ ン貫入 に対 する液状化抵抗の補正値を求め

る実用的な一方法

　　　　　　　　　　　　　　　　 大原資生
・
山本哲朗

キーワード ：液状化／均等係 数 ／せ ん 断強 さ／動的／補正

係数／ メ ン ブ レ ン 欝 入／ メ ン ブ レ ン 強 さ　IGC ； D ？

　三 軸供試体を包 む メ ン ブ レ ン の 土粒子閥 へ の 貫入量 の 減

少 の 発生 に よ っ て 過大 に 評価され る砂質土 の 液状化抵抗の

補正 値を個 灯 の 試料に つ い て 煩 さな補正 実験か ら求 め る の

で は な く，均等係数か ら容易に 求 め得る図表を作成 し ， 実

務の 資料 と して供 する こ と を目的と して繰返 し三 軸試験機

を用 い た 補正実験 が行わ れ て い る 。 試 料 と して は 均等係数

Uc が 工．68，1．83 の 2 種 の 砂，お よび 6．40，％ ．92 の 2 種

の ま さ土を用 い ，メ ン ブ レ ン は ラテ ッ ク ス 系 で 潭 さ  ．18

mm ，0，25　mm ， 0．60　mm の 3 とお りの もの を用 い た。主

な 結論 と して 著者 らの 補正 法 は 妥当で あ る こ とが 検証 され ，

液状化 ま で の 繰返 し匝 数 銑 欝 10
，
20，50 の 場合 に メ ン ブ

レ ン 貫入 量の 減少 に よ る液状化抵抗の 増撫量 の 補正前 の 液

状 化 抵抗に 対 す る 比率 で与 え た 補正 係数 LRm は Ue の 対

数値 と直線関係で与 え る こ と がで きた 。 さ ら に メ ン ブ レ ン

に よ っ て 生 じ る応力 の 液状化抵抗に 対 ナ る比率は厚さ｛）．60

皿 rn の メ ン ブ レ ン の 揚脅 で も約 2％で あ り， メ ン ブ レ ン の

強 さは液状化抵抗に影響を与え な い こ とが示 され てい る 。

（英文，研究 ノ
ート， 網 ： エ3，表 ほ ， 参考文献 ： 10）

June ，
　1991

論 文報告集の 紹介

AMeDAS データ を用 い た凍結深 さの 経時変化の．

推定方法

　　　　　　　　　　　　　　　　 武布　靖 ・久保　宏

キーワーズ ：事例／続計的 解析／凍結／道黯／熱／舗装

IGC ： E9

　積雪寒冷地 に お い て ，舗装や 土木構造物 の 築造に は 凍上

対策 紘不可欠 で あ る 。 最近 ，こ れ らの 施設 の 整備が進 む 中

で ，自然環鐘条件の 逮い や そ の 経時変化 な らび に施設 の 重

要度 と投資効果 を 考慮 した き め 細 か な 凍上対策の 検譖 が量

要とな っ て きた 。 そ の た め に は ， 最大凍結深 さの みな らず

凍結深さの 経時変化を精度よ く推定す る 必 要がある。

　本論文 は、AMeDAS デ ー
タ を用 い て 凍結捲数 ， 熱比 お

よ び 凍結日数の 経時的な関係を調べ て ，積雪寒冷地 の 地盤

にお け る 凍結深 さ の 経時変化 の 推定方法 に つ い て述 べ たも

の で ある e 更 に，現場観灘結果との 比 較検討 に よ り， こ の

推定手法の 現場 へ の 適用性 に つ い て も検証を行 い ，簡便な

利用方法を示 し た。（和文，図 ： 12，表 ：2，参考文献 ：18）

EPS ブロ ッ クに よる遵路交通振勳 の 軽減効果 とそ

の評価

　　　　　　　　　　　 早 jll溝 ・竹下 貞雄 ・松弁 保

キーワーズ ：減衰／振動／灘定／動的／地盤／道路／波動

／野外試験　IGC ：E8／B12

　近年，道路交通や 鉄 軌道 に よ っ て 発 生 す る 地盤振動が，

近 傍 の 住 員 に 少 な か らず 影響 を与 え て ， 重要 な環境問懸 の

一つ とな っ て き て い る 。 しか し ， 現状で は実用的で 有効 な

防振対策法は 未開発 で あ る b 本研究は，こ の よ うな道路交

通振動の 発癒 源対策 と して ，EPS （発泡 ス チ ロ
ー

ル ） ブ ロ

ッ ク の 防振材斜 として の 適用性 に つ い て 検討 し て い る 。 す

なわち，EPS ブ ロ ッ ク を敷 設 し た道路 に お い て，走行車

両を用 い た 野外実験 を行い
，

EPS 自体の 動的挙動 お よび

振動 の 伝播特性を 萌確に す る とと も に，EPS ブ ロ ッ ク に

よ る振動軽減効果 の 評億法 に つ い て鳶察して い る 。 ：茲 な結

論は以下 の とお りで あ る 。 1） EPS 施 工部の 飯動 の 躍離減

衰特性は，燕振源 に よ る実体波の 距離減衰特性を示す。2）

EPS の 振動軽減効果は ，特 に Z ＞−w40 　Hz の 振動数鎖域 で

顕著で あ る。3）EPS の 内部減衰定数は 0．40〜（，．80で あ り，

一・般的な 土 の 内部減衰定数 に も比 較 して 相当に 大きい
。 4）

EPS に よ る 振動軽減効果は ，波動透過理論 ある い は イ ン

サ
ー

シ ョ ン 理論 に よ っ て 評価 が 可能 で ある。（和文 ， 図 ：

10，表 ；1，参考文献 ：13）

盛土 の圧 密沈下特性に 関 する解析的検討

　　　　　　　　　　　 成 田 国 朝 ・奥村哲夫 ・大 根義男

キーワーズ ： 圧密／沈下／盛土 　IGC ： D5／ E2

　フ ィ ル ダム や丘 綾地帯 に計匳 され る 宅造高盛土な どの 沈

下予 測 に 関 して
一

次元圧密 の 考 え方 に 基づ い た簡便な解析
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